
多体問題研究会 (第一回)の戟告

宗 田 敏 雄

9月13日から､15日迄の3日間､東京都鈍重二手看,-1野猿峠にある富士山と

丹沢山魂を一望に見渡せる丘の上に点在して建てあれ光大学セ ミナー ･ハ ウス

で錦かれたO参加者は,招待者･応募者を含めて約 48名であるO筒今回は.

応募され左方は､全て資格を有する方なので.全貞に来 て腐 いた｡

プログラムは大体以下に述べる様で､その様に会合妊遊行した0

9月12日夜 研 主値の事務孫と地方の方が集 合した｡

9月13日柄 第-日

10:00-エ2.0白 久保亮五 上丁最近の統計力学の話題｣ (招待講義)

(塵長 森肇) _

-14.0恥14.30ノ同上に対する質問 .

14.0(ド.18.00 個別発表 (座長,岩本 文明)｢
伊 豆 山 健

田 中 友 安

守 田 徹

松 平 昇

1 9 . 1 5- 2 1 . 3 0

小 用 泰

韓 井 恒 丸

9 月 1 4 日 鑓 第 二 日

二 次 相 転 移 の 一 般論 (75分

W on I J i n e a n ･ 鞄 s p o n s e ( 4 0 分 )

G e n e r a l i z e d B o ユ t m a n 鞄 u a も i b n ( 7 0 分 )

S p in L 泉 の 琴 題 , ( J 皿 O d e l ) ( 2 5 分 )

若 手 発 表 と 会 議 報 告 ( 座 長 ､ 鈴 木 増 健 )

S- d 相 互 作 用 の l b o Ⅶ l d S も a t e ( 7 ･5 分 )

中 国 T の 学 会 の 印 象 ( 6 0 分 )

9 . 3 0- 1 上 . 3 0 沢 田 真 鶴 に ポ ー ズ と フ ェ ル ミ 粒 子 に 於 け る 変 分 原

理 J eJ抱 待 講 義 ) ′ ( 座 長 碓 井 恒 兎 )

ll.30- 1 4 . 4 5 ( 若 い 人 の g r o u p + 絵 原 武 生 氏 ) - 多 摩 動 物 園 へ

遠 足

他 の 若 い 人 の g r o u p 平 蔵 跡 へ ハ イ キ ン グ
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宗田敏雄

14.45～15.00

15.00～18.00

檀日精三

三沢節夫

沢田克郎

岩本 文朗

西山敏之

19.30-21.45

桜井崩大

石用事志

芳田 蛮

都築俊夫

9月 ユ5日出 第 3日

iO_00-12.00

13.30-ユ6.30

招待講 義に対する∴質問

個別発表 (へ f)ウ ム) 〔座轟 阿部龍蔵)

fleⅡ 中の イオ ンの運動 (40分)

且e3は Fermi流体に従 うか ? (30分)

月e3のSum rule (15 分)

､rElia

r
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I
･

固体ヘ リウ ム (30分)
1

BoBe気 捧中の粒子の フォノ~シに よる散乱 (45

分)
i

若手発表 と会 議報告 (座長 ･小川 泰)

金属強 磁性に於 亘る spin改 (45分 )i

a血 amousiOscill左tor の対角化 120分)

ソ連 の モスクワ会 議の報告 (45分)

ソ連の学会 ･大学の内情 (20 分)

松原武 生 WavePropagation in軸ndo皿
/tJ_

media

(招待 講 義) (塵長 芳田 蛮)

個別発表 (座長 伊豆山鹿夫)
■▲

志水正男 プラズマ振動 (30分)

短慮敏彦 Time且ependent Superconductivity(30

分)

桂 重俊 一次元 のfleisenhergmodel (45分)

岩本 文鈎 BCS の粒子数保存につ いて (20分)

守田 徹 QTeen 函数の 一般解 (45分)

会 議は毎あて盛会で最初一 日しか来 ないと云われた久保亮五 氏 は､ 多忙 に もか

かわ らず3日皆勤で したし､ 松原 武生氏 は東海 道線が 豪雨の為 30 時間の立往

生に もめげ ず第- 8 日の夜 11 時項 セ ミナーハ ウスに着かれ,･豊 朝早 .くか ら会

議に参加 し.若 い人に混っ 七遠 足に行かれ る礎の元気の良 さで したし､学会に

は､余 り出席 され ない沢田克郎氏 も三 日間皆 勤で した｡ そぬ他二 日間 出席 と云

われ た方 も. 3日出 る等､皆 に有益 な会で した｡ それ は一に招待講義の良 さに
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多捧問題研 究会 (第〟回)の報告

あり､二に参加者 の学問を高い水準に置きたい と云う学細へb)愛好心であ り一

三に参 加者各 位の協力の精神であ りましたo 次回 を是非遣っ た野式でやりたい

という希望の方が多数JL､た様に見 受けられ ましたo･と云うのは､個別発表に対

するdisctlSBio皿わ時間がや や少なかった事 と,夜の邸が相当に強行軍で､参

加者 につ らし1様で した,Q

以下に掲載するのは､

1 招待講義の爵義 ノー ト

2 各個劉発表 と夜の部の座長のその･session に於 ける話の宴的 もし くは,

印象記です｡
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